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岡崎　敦

はじめに
「書簡」資料とは何であろうか。この問いは、「書簡」あるいは「手紙」というコミュ

ニケーション手段があまりにもありふれているためか、一見すると自明に見えるが、こと
はそれほど簡単ではない。歴史学あるいは文学研究の対象としての「書簡」は、資料自体
の性格、および学界の研究状況によって、きわめて多様な容貌をみせるからである。

たとえば、西洋の史料学体系を二分する一方を構成する文書資料類型においては、文
書（アーカイブズ）資料の定義自体、通常は「私的な個人間の自由なコミュニケーショ
ン」と考えられがちな「書簡」資料とは対立概念として提示される。つまり、法行為ある
いは法的事実の証拠、組織の業務遂行の証拠としてやりとりされる情報共有の手段である
文書（アーカイブズ）資料類型は、法的な証拠能力とはとりあえず無関係に作成される、
自由な意志の表明とみなされる著作系資料とは根本的に異なるものと考えられている。1
人称で書かれ、宛先を持っている文書資料は、文書であって、「書簡」ではないのであり、
文書資料体系における「書簡」研究という問題は、少なくとも文書史料学の内部では提起
されない。

他方、「書簡」資料を、伝統的に重要な研究対象と見なしてきた文学研究においては、
そのコンテンツをなす思想表現の研究とともに、言語や独自の修辞規則などの形式こそが
重要な研究課題であった。古典古代に遡って、大量の著作物が、「書簡」（あるいは往復
書簡集）のかたちで作成、流布されてきたという周知の事情を念頭におけば、「書簡」は、
思想史や文献学研究のために利用される、多様な資料類型からなる材料の一つに過ぎない
ともいえる。この際、特に留意すべきなのは、文学・思想研究が対象とする「書簡」資料
は、しばしば操作が加えられたかたちで、後世の編纂物のなかに伝来するものと、通常は
考えられていることである。事実、そこで研究の対象となっているのは、もっぱら後世に
構築されたテクストであるが、興味深いことに、他の著作テクストとは異なり、「書簡」
資料の原初＝オリジナルテクストの再現という課題は、必ずしも重要な研究課題とはみな
されていないようにみえる（近年よく指摘される、前近代における、原初テクストという
意味でのオリジナル概念自体の不明瞭さという認識の深まりとも、直接関係がないように
みえる）。
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本稿は、西欧中世における「書簡」資料、およびこの資料類型に関する研究のあり方
の双方について、ごく概括的なやり方ではあるが、基本的な特徴と最近の研究動向の一端
を紹介することを目的とする。「書簡」資料についての、特に比較史研究を意味あるもの
とするためには、この資料類型の歴史的性格のみならず、すでに長い歴史を有する研究史
のあり方自体についての考察が、比較の論点を明確化するためには、欠かせないと考える
からである。この際、本稿では、考察の対象を、「個別の一つ一つのやりとり」としての

「書簡」に限定せず、書簡集、書簡（文章）作成のマニュアルや書式集等にも拡大するが、
それは、西欧中世の「書簡」資料の存在のあり方、および研究動向自体が、そのような対
象の拡大を要求しているためである。

以下、まず最近の西欧学界全般における「書簡」、書簡集研究の隆盛とそこでの諸論点
を確認したのち、文学資料および文書資料としての「書簡」研究のあり方をそれぞれ論じ
る。その後、最近関心が盛り上がっている書簡（文章）作成術について、基本的な概観と
重要な論点を紹介する。最後に、いまなぜ「書簡」資料を研究する意味があるのかを、や
や広い観点から、共有されている問題関心の性格を解釈しながら、考え直してみたい。

１．最近の西欧学界における「書簡」、書簡集研究の隆盛と共有された諸論点
－１：近年の西欧学界全般における関連の研究動向と諸論点

　　�　20 世紀末から、西欧学界全般において、関連のテーマでの共同研究や研究集会
が多数確認される。ここではまず、中世の歴史学領域に対象が限定されないもの
について、いくつか紹介したい。

　　�　『社会と表象』誌は、2002 年、「歴史と自己のアーカイブズ」をテーマとする
特集を組んだが、その冒頭に位置する「歴史学の対象としての書簡」と題する学
界動向論文において、ドーファンは、1980 年代以降に組織された複数の共同研
究や研究集会を回顧しながら、いくつか重要な論点をまとめている。彼女による
と、「書簡」、書簡集という資料類型の史料論的問題とは、ドゥ・セルトーのいう

「境界領域」論の勧めの典型例である。そこでは、ズレ、借用、転移、混血などの
現象を観察できるからである。書簡研究において共有された関心として確認され
るのは、書簡行為なるものが、社会的なものと個人の内面、コードと領有の様式、
私的なものと政治との出会いの場として機能しており、そこでは、個々の行為の
正当化や社会的卓越化戦略が観察できる。また、個々の「書簡」と後世編纂され
た書簡集とは、関わった媒介者の操作やその論理、編成やアーカイブズ化戦略な
どの点で、まったく異なった素材と考えねばならない。最後に、「書簡」や書簡集
には、それぞれ特有の「現実」が刻印されている。つまり、当事者たちの相互関係、
社会的地位、コードを操る能力などが掛け金となっており、そこでは意味を生産
する行為、実践とその前提となる社会的規範が、言語行為や修辞規則の領有のあ
り方などを通してあきらかになる。個々の「内密」や隠匿自体、社会的関係のな
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かでの戦略として理解されねばならない。
　　�　同様の問題群を、西欧中世を対象に概括的に論じているのが、ウダンの「中世

の書簡実践。規範と自由の間で」と題する論文である。ここで彼女は、中世の「書
簡」と書簡実践の問題を、社会的拘束としての権威と個々の実践との関係において、
研究する重要性を強調する（対立するのが、自発的な感情の吐露という、現代的

「書簡」理解）。事実、西欧中世の「書簡」、書簡集とは、なにより公開を目的と
する政治的論考を内容とし、凝った修辞規則で書かれたものが多い。そして、そ
のような書簡実践を可能とするため、大量の書簡作成術が編まれたのである。書
簡実践自体は、社会規則によって形式化されており、それはたとえば、挨拶書式
における階層関係によく現れている。「書簡」、書簡集は、公開で読まれると同時
に、作成においても、（個人の主観ではなく）社会関係規則によく通じていること
の表現として、いわば集団的な作成という性格を読み取らねばならない。この際、
特に重要なのが、この資料類型が「個人」を著者とする形式を採用していること、
つまり発信者が誰かが明確化、保証されているようにみせかけていることである。
ここで表現されているのは、したがって、社会的・修辞的規則それ自体でも、個々
人の主観的言説でもなく、間主観性の演出（個別行為から社会的絆が構築される
こと）なのである。他方、「書簡」資料は、権力や何らか具体的な働きかけの力と
の関係でも重要な研究対象となり得る。かりに私信であっても、なんらかの拘束
力をもたらしたり、「書簡」の力を確保するため、使者の選定や、言葉のパフォー
ナティヴな力が意味をもったりする。つまり、場合によっては対立する様々な可
能性の間の緊張関係のなかで行われるのが書簡実践であり、そこでは、内容、形
式とも、間主観的に形成される。

　　�　最後に、2003 年にフィレンツェのヨーロッパ大学で開催された、「読解、解釈、
歴史化。史料としての書簡」と題する研究集会が重要である。その序論では、15
世紀から 20 世紀初めまで、修道院からブルジョワ社会まで、西洋の多様な書簡利
用を研究するに際して共有された論点として、以下の問題が列挙されている。「書
簡」とは、古代以来の伝統的な表現を借りれば「不在を現前に替える」コミュニ
ケーション行為だが、規則に拘束されながら、自発的な表現が許されるところに
重要な特徴があり、個人と社会との間に働く力関係を観察する絶好の観測所である。
そこでは、「書簡」を「正しく」作成することのあり方が、社会、家族、政治等の
場で具体的に考察される。「書簡」の伝来過程、受容の問題が特に重要であり、思
想史の観点からは、知の生産と流通研究に繋がる。

以上をまとめると、以下のような論点が共通に浮かび上がる。
１）�規範と実践：書簡実践においては、社会的・修辞的規範が前提となった上で、個

別の実践がどのように可能なのかが問われる。つまり、「書簡」とは、主観的言説
の吐露という形をとって、間主観性の集団構築が行われる「場」なのである。
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２）�書簡生産と書簡集生産との違い：現在伝来する「書簡」資料の大半は後者であり、
これらはまったくの虚構を多く含む編纂物である（そのままのかたちでは同時代
史料として使用できない）。この意味で、「書簡」研究は、歴史や記憶の問題系へ
接続するとともに、その具体的な研究は、読書の研究と同様、モノ分析を含む史
料論的基盤に立つ必要がある。

－２：西欧中世史関係の「書簡」資料研究の隆盛
　　�　21 世紀に入り、西欧中世史領域においても、「書簡」資料研究が隆盛を迎えてい

る。多くの共同研究や研究集会が確認されるが、その大半は（やや雑多な）個別
研究の集成から成り立っていることもあり、ここでは、それぞれの個別論考の詳
細な紹介ではなく、いくつかの共同研究、研究集会録の基本的特徴のみを紹介し
よう。

　　�　第一に、フランス政府がスペインに設置しているヴェラスケス研究所が主催す
るプロジェクト「イベリア半島およびラテン的西欧における書簡（4 〜 11 世紀）」
が、取り上げられる問題の射程の幅広さという点から注目される。そこでは、主
に中世初期の書簡を対象として、古代の文芸ジャンルの遺産がどのように多様化
しながら西欧社会で受容されていったかをめぐり、以下のような多様な観点か
らの議論が提示されている。2012 年から 14 年にかけて 3 回開催された研究集会
は「文書としての書簡」をテーマとしてとりあげ、１人称で書かれ宛先を持って
いる「書簡体」文書のあり方が、広く議論となっている。「教皇書簡」を取り上げ
た 2013 年の 2 回の研究集会も、この延長線上に位置しよう。その他、2013 年には

「書簡の作成とジャンル」、2014 年には「書簡の伝来」、「論争と助言。書簡の政治・
教会論的使用」、2015 年には「文化的、社会的、政治的コンテクストにおける書簡」、

「記述資料のなかので書簡」、「紛争と書簡」などのテーマで、研究集会が開催され
ている。

　　�　第二に、「書簡」、書簡集は、しばしば政治的著作の枠組みとして使用されたが、
「政治的書簡」を銘打つ共同研究や研究集会が、フランスとイタリアで組織されて
いる。2009 年および 2010 年にパリで開催された「書簡によって統治する」研究集
会では、作成、普及、統治、真正化、著作者、教訓などのテーマをめぐって報告
がなされた。他方、イタリアの共同研究は、すでに 2013 年に二冊の成果を刊行し
ていたが、同年、フランスの同趣旨の共同研究グループと共催で、ローマで研究
集会を開催した。さらに、同趣旨の単発の研究集会録、論文集として、さらに二
つの文献が刊行されている。2009 年にレンヌ大学出版会から刊行された『書簡に
よる政治。イタリアにおける書簡の政治的利用（14—18 世紀）』は、書簡モデル、
権力の道具としての「書簡」、「書簡」の政治空間などのテーマのもとに、多くの
関係論文を収載している。2013 年にメッスで開催された研究集会では、「古代から
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現代までの書簡による統治」をテーマに、権力の手段としての「書簡」について、
思想内容から、具体的実践機能までの諸問題が、類型、頻度、ネットワークなど
の論点を念頭に比較史的に考察された。

　　�　他方、ユトレヒト大学が長年にわたって継続している「中世リテラシー研究」
では、2013 年にシエナで開催された「虚構と資料の間の中世書簡」研究集会録が
注目に値する。その内容は、後にあらためて検討するが、ここでは、後述する書
簡（文章）作成術の形成とそれがもたらした「書簡論的転回」、女性と愛の書簡、
ビザンツの書簡と書簡集、中世末期の書簡修辞の普及、宮廷書簡などのテーマが
提示されていることだけを記しておこう。

－３：書簡（文章）作成術、書式集についての共同研究、研究集会
　　�　文学資料としてであれ、文書資料としてであれ、歴史研究の主な研究対象が、

なによりコンテンツ、つまり思想内容や財産・諸権利等にあったとするなら、資
料作成マニュアルが、一部の史料学者を除いて、従来大きな関心を引いてこなかっ
た事情も理解できるであろう。しかしながら、21 世紀に入って、この領域は、あ
らためて強い関心を引きつつある。

　　�　2010 年および 12 年に、ナンシーとメッスで開催された研究集会は、「中世に
おける書式」を正面から論じたものとして特別な注意に値する。歴史的にフラン
スとドイツの境界地帯に位置してきた地域の研究者によるイニシアティヴらしく、
ここでは、対象となる地域が幅広く設定されているが、同様に、関連領域も多様
である。すなわち、ここで念頭に置かれているのは、歴史家や文学者だけではなく、
言語学者、刻銘学者、書冊学者、美術史家、音楽史家等を含むが、このような多
様性を示し、学際的な研究を活性化すること自体が、共同研究の目標として目論
まれているのである。

　　�　他方、国際文書形式学委員会は、国立文書学校主催のもと、パリで開催された
2012 年の研究集会を「書式集」にあてた。この研究集会を提案したギヨジャナ
ン、モレル他による研究集会の趣旨説明によると、文書形式学がこの史料類型に
寄せてきた関心といえば、従来もっぱら、滅失した文書類型の存在を補う補足的
情報源か、あるいは文書生産の手続きをめぐってであったが、ここでは、さらに，
文書作成マニュアル自体の受容や普及、さらには、書簡（文章）作成術との関係
についての諸問題が射程にのぼる。その上で、関係する資料類型が、物理的にも、
作成や目的のコンテクストの面でも非常に多様であり、本来文書類型とは異なる
ジャンルを構成しているはずの書簡（文章）作成術との関係をあらためて考え直
さねばならないとする。他方で、書式集は、伝来の過程で多様な修正を蒙る「動
的な」性格を有する編纂物であることが、特殊な問題を提起する。具体的な論点
としては、まず、研究対象としての書式集問題として、どのような名称のもとに
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現れるのか、多様な個別をまとめるジャンルとして同時代成立していたのか、他
の類似のマニュアルや編纂物との関係はどのようであったか、などの諸問題がある。
第二に、書式集の生産と利用の場についてであり、イニシアティヴの所在、必要性、
作成・利用・流布のあり方などの機能論的問題が提起される。最後に、書式集か
ら窺える文書文化とも称すべき問題群がある。たとえば、そこでは個別資料はど
のような類型に分類されているのか、どのような注釈が付されているのか、など
が重要な検討課題である。

２．文学・著作資料類型としての「書簡」資料
－１：基本的特徴

　　�　「書簡」資料を、伝統的にもっとも幅広く、また深く研究してきたのは文学、思
想史研究者であったろう。すでに述べたように、西欧においてきちんと普及、伝来、
刊行されてきた「書簡」とは、なにより「著作物」であったからであり、それは、
西欧エリートたちが、古典古代地中海世界から、著作物を「書簡の形式」で作成、
普及させる文化教養伝統を継承したからである。現在、この種の「書簡」は、オ
リジナルではほぼまったく伝来していない。この点自体、「著作物」資料全般に共
通する特徴であり、西洋前近代においては、文書資料類型を除いて、「かけがえな
い原本＝オリジナル」という意識が存在しない、あるいは希薄であったことと関
係があるだろう。他方、いわばゼロ度のコミュニケーションと形容可能な直接の
対話との関係について、「書簡」をその代替と見なす古典古代からの言説（「不在
を現前に替える」）が西欧中世を通じても繰り返されており、「書簡」を当事者たち、
特に「著者」の人格と強く結びつける意識の存在は認める必要がある。

　　�　しかしながら、少なくとも紙が普及する以前の中世盛期以前においては、ゼロ
度のコミュニケーションの代替としての、「書簡」の直接的伝来を可能とする諸条
件自体が整っていなかった。「書簡」のやりとりが、実際には、蝋版のやりとりで
行われており、それは、しばしば口頭で内容を補う、場合によってはもっとも重
要な内容を口頭で告げる「書簡」の使者を媒介としていたからである。現在、た
とえ伝来する書簡テクストが、「実際にかつて存在したやりとり」に由来すること
が想定されることがあっても、それらが「原初状態」の状態をそのまま保存して
いることを主張する研究者はまず皆無であろう。書簡集の編集自体、送り手や受
け手だけではなく、まったくの第三者の手になることがごく普通に想定されてい
るのである。

　　�　「書簡」の史料論研究とは、ゼロ度のコミュニケーション問題ではなく、なによ
りもまず書簡集、さらには書式集の形態へと編集されたものについての議論であっ
たのである。
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－２：歴史研究の対象としての「書簡」資料
　　�　他方で、「書簡」資料は、歴史研究の対象としても、長く使用され続けてきた。
　　�　文学・著作資料類型としての「書簡」は、言うまでもなく、第一に、著作物と

同じ扱いを受けてきた。そこでは、「著者」の思想自体の検討に加えて、言及さ
れる人名や事件などの事実関係の情報源として探索の対象となってきたのである。
ただ、「書簡」資料を、歴史学研究に使用する際には、この資料類型が、「信頼性」
において、著作物と同じ性格を持っていることを自覚せねばならない。

　　�　他方、この種の資料類型について、固有な立場から強い関心を寄せてきたのは、
文献学者に属する研究者たちであった。彼らの関心は、言語や用語、韻律などの
文献学、修辞学上の問題にあり、この際、実際には書簡集として伝来することが
ほとんどである「書簡」資料の、「ひな形」としての性格がむしろ好都合であっ
たといえる。後述するように、文学・文芸資料としての「書簡」研究が、事実上、
書簡集や書簡（文章）作成術研究と事実合体しているのも、この意味で当然とい
える。

　　�　最後に、20 世紀末に強く意識され始めた論点として、編纂過程研究と称すべき
問題群がある。言語論的転回や構築主義のインパクトは、資料やテクストを、「現
実」なるものの直接的で透明な媒体として（だけ）ではなく、それ自体が、別次
元の「現実」を構成し、場合によっては「現実」を変容させる行為実践として理
解することを促した。記憶や歴史編纂の歴史研究の隆盛がその典型的な現れであ
るが、「書簡」研究においても、この資料類型について、ゼロ度のコミュニケー
ションの復元（起源への執着）ではなく、後世における操作のあり方の考察への
関心を強めたといえる。たとえば、高名な「アベラールとエロイーズの往復書簡
集」問題についての議論において、20 世紀末には、長く議論された「本当にこの
二人が書いたのか」という「本質主義的起源論争」は事実上放棄され、この書簡
集のテクストや写本の生成、伝来、受容過程へと関心が明確に移行していた。あ
る論者によれば、「そもそもの著者の意図」なるものを研究すること自体不可能で
あるばかりでなく意味自体なく、研究できるのは、書簡集編纂についての、つま
り後世の環境、意図、受容等の諸問題のみということになる。

－３：最近の研究動向と新しい関心
　　�　しかしながら、近年隆盛している関連の研究においては、さらに新しい論点や

関心が多数提示されている。前述した「虚構と資料の間の中世書簡」研究集会録
には、多くの示唆的な論考が収載されているが、ここでは、特に重要な論点をい
くつかしぼって紹介しよう。

　　�　第一は、隣接諸科学との学際的リンクの強化である。言語学、コミュニケーショ
ン研究はもちろん、社会学や人類学との連携の必要性が叫ばれているのは、「書
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簡」資料類型に特徴的な、個人の実践と社会規範の拘束との緊張関係という問題が、
すぐれて比較史的な社会学、人類学的検討課題であるからである。たとえば、個
人と彼が属する社会集団との関係を初めとする社会関係全般、ネットワークの構
築と維持，破綻、書き手や読み手の場などの問題群がある。また、コンテンツと
して取り上げられる内容の「テーマ」について、特に「愛」や「友情」が焦点と
なる際、社会的現実と個人の心の世界の交差や裂け目が現れる可能性ある。この
ような論点は、特にジェンダー・アプローチを初めとする「抑圧された」要因の
解明に繋がるかもしれない。

　　�　純粋に、文学・書誌学的研究においても、新しい観点からの研究が盛んである。
たとえば、著者と聴衆との関係、プロットやナラティヴの戦略、トポスやフィグー
ラの解読、特定個人の同定と表象との関係などがそうであり、すでに述べたように、
これらを間主観性の構築がテクスト実践過程で観察されるものとして理解する必
要がある。最後に、高度に形式化された文字実践としての書簡実践行為は、西欧
中世という場においては、特有な口頭と文字との関係などの、他とは異なるコ
ミュニケーション過程、空間を研究する重要な研究対象となりえる。以上の諸問
題への取り組みの隆盛は、かつての「書簡」研究が、コンテンツをなす思想研究か、
断片的な「事実」探索か、あるいはやや内にこもった文献学、修辞学研究であっ
たことと対照的である。

　　�　第二の問題は、方法論上のそれである。「書簡」および関連資料類型は、一つ
のジャンルを形成するのか、類似の隣接資料類型とはどのような関係にあるのか
が、問われなければならない。特に重要なのは、すでに述べたように、「書簡」資
料を、ゼロ度のコミュニケーションの代替としてではなく、多様な書簡実践を可
能とする環境の研究素材と見なす態度であり、「書簡状況」epistolary�situation�と
称される「場」問題である。そこでは個々の「書簡」と「書簡集」との違いを念
頭に置いた上で、それぞれの個別資料（個々のテクスト、書簡集レヴェルの集合
実体、など様々）について、一方では性格上の諸問題、たとえば、「公的」あるい
は「私的」、口頭と文字との関係、口述筆記と実際の筆写者、多様な伝来・編纂過
程などが、他方では、技術的な諸問題、たとえば、練習用あるいは架空のテクス
トか、下書きか、未完成か、後世の編纂・集成物の場合、その責任者、素材の収
集・選択・配列・修正・偽作などが、具体的に研究されなければならない。その
上で、あらためて問題となるのが、「著者」とは誰か、という問いである。その指
標は様々であり、場合によってはまったくの仮構を語る者である場合もあり得る
のである。

３．文書資料類型における「書簡」資料
－１：�基本的特徴と中世の歴史的概観
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　　�　最初に述べたとおり、文書形式学では、文書資料は、「書簡」を含む文学・著作
資料類型とは対立概念として理解されている。にもかかわらず、西欧中世の一部
の文書資料について、これを「書簡」とみなす誤解があるが、その原因は、おそ
らく、以下のような歴史現象に由来するように思われる。第一に、文書資料体系
を構成する特定のカテゴリーのなかに、1 人称で作成され、宛先を持つように見え
る単葉の用紙資料が存在すること、第二に、同時代にこれらの資料を表現するた
めに littera という用語が使用されており、現代の文書形式学の専門用語体系のな
かにも、letter,� lettre,�brief などの用語がよく見られること、である。しかしなが
ら、西欧文書形式学における文書とは、表面的なかたちによってではなく、その
資料の性格と機能によって定義され、１人称であるとか、同時代 littera という用
語が使用されているなどの特徴は、文書体系のなかでの小分類を特徴づける形式
的要素でしかない。

　　�　一般に、西欧中世の文書資料体系は、多くの場合単葉で作成され、文書の受益
者のもとで、多くの場合、権利の証拠として伝来する証書系資料と、特定組織の
内部業務の厳正で着実な実施を証拠として保証するための資料（行政内部資料）
とに分けられる。一見すると「書簡」と混同されがちが資料は、この双方に存在
する。証書系資料においては、特に宛先が特定されているタイプの文書がそれに
あたる。一見すると「私信」のように見えるが、実際には、専門の官僚によって
作成される王の「信書」、教皇「書簡」、さらには、一般的によく見られる役人へ
の行政命令等が、実はこれにあたる。行政内部資料とは、会計簿、議事録などの
帳簿系資料が多いが、役人同士の間の連絡に利用された「書簡」が存在する。こ
れらは、役人が「業務上行っている」、手続き上一連性を持つ行為の一つであり、

「個人的、私的な」性格を持つものではないので、文書、あるいはアーカイブズ資
料のなかに数えられる（現代の行政機関においても、役人間のメールのやりとり
は行政文書の一部をなして、文書管理法制にもとづく作成、管理、公開の対象と
なる）。

－２：文書系資料体系のなかでの「書簡」資料の位置再考
　　�　しかしながら、以上のような、ある意味固い枠組みのなかにこもっていては、

文書形式学は、現在隆盛を極めている「書簡」資料研究の新しい動向に参与する
ことが困難である。この点で、2008 年にオルレアンで開催された中世文学書簡に
関する研究集会に、狭義の歴史研究者として唯一人報告者として招聘されたキヨ
ジャナンの報告は、特別な注目に値する。

　　�　フランス国立文書学校の現文書形式学担当教授であるキヨジャナンは、まず中
世の文書局、文書書記たちにおいて、文書と「書簡」という二つの資料類型の区
別は自明であったとしながらも、別の観点からは不明瞭であるともいえるという。
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そこでは、「書簡の文書化」、「文書の書簡化」という二つのヴェクトルが働いてい
たというのである。

　　�　彼によると、まず中世文書の世界において、古代から受け継いだモデルが排他
的な影響力を持ち、それが 1 人称で書かれる「書簡」形式である。他方、少なく
ともメロヴィング期においては、王文書体系のなかに特権状というジャンルが確
立するととともに、契約を初めとする私的な法行為を文字化した私文書の形式も
確立していた。つまり、西欧中世社会は、他の形を知らなかったので、たまたま
1 人称での法行為の文字化を始めたが、そこでは、王権の行為であるか、私人の
行為であるかを問わず、文書資料類型（やその前提となる行為）が、他の資料類
型（やその前提となる行為）とは明確に異なることは、きちんと意識されていた。
この状態が数百年続いた後、西欧社会が再度「書簡」体資料類型の影響を受ける
のは 12 世紀である。いわゆる 12 世紀ルネサンスの結果、西欧の知的社会は、古
典古代の「書簡による著作文化」を全面的に受容し、コミュニケーションが深化、
拡大する一方で、同時代進行した統治の強化、深化の動きと連動して、統治や行
政内部にも書簡実践が浸透していく。そこでは、文書発給数が飛躍的に増加する
ことに連動して、形式がより緩やかな（発給自体がより簡単な）文書形式が新た
に形成される一方で、証書系資料のなかにさえ、古典古代の修辞学が導入される
ことがみられる。

　　�　中世末期の文書局においても、依然として証書と「書簡」とは明確に区別され
ていたが、他方では、文書体系自体が多様化、複雑化するとともに、請願などの
新たな「書簡」体資料が生み出される。ここで特に問題となるのは、封印状、信
書と、いわゆる「王の名による�de�par� le�roi�」文書類型との関係と評価の問題で
ある。これらはすべて文書局の介在なく、秘書書記によって作成されるが、形式
および機能の両面で、また時期的にも、類似性と相違が確認される。

　　�　一般に、文書の需要が高まり、発給数が増えると、文書の形式が多様化するが、
それは、より簡素な形式への転換というかたちをとりやすい。たとえば、12 世紀
における証書の形式および機能の変容（ディプロームの減少とシャルトの増加）
がそうであるが、なにより中世末期における、文書局を介さない文書発給（文書
局長が母型を保持する大印璽ではなく、王の秘書書記が母型を持つ秘密印璽の使
用）や、特定の政治状況とのリンク（イタリア戦争従軍時のイタリア体験）、そし
て、それらに関与した書記たちのイニシアティヴや能力、駆け引きなどが、文書
体系の多様性を一気に推し進めた。そして、このような研究のためには、オリジ
ナルで伝来する文書資料の精密な分析と比較とともに、文書局書式集の検討が有
効であると、ギヨジャナンは指摘するのである。

　　�　文書実践の普及と深化が進めば進むほど、より迅速で簡便な文書発給の要求が
生まれ、この結果、発給手続きがより簡素で、個別の状況により寄り添いやすい、
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より緩やかな形式が採用される傾向が観察される。そして、ギヨジャナンの考え
によれば、この動きが、西欧中世においては「文書の書簡化」というかたちで現
れる。他方で、そのようにして生み出された新たな「書簡化された」文書資料形
式は、ほどなく、文書作成書記の文書実践、文書体系のなかへの整理および文書
発給手続きのなかで、新たな制度化の動きに取り込まれ、「文書化」する。この二
つの逆のヴェクトルのもとで、文書形式（および発給手続き）のトレンドを理解
することは、文書論のなかに、動的関心に裏付けられた最近の「書簡」研究の成
果を活かす一つの路であろう。

－３：政治的「書簡」
　　�　すでに見たように、近年特に関心を集めている研究テーマとして、「政治」次元

における「書簡」資料の利用がある。著作物としての「書簡」の中身の思想研究
などの伝統的な研究とは異なる、現代の問題関心や方法論について、ここでまと
めておきたい。

　　�　いくつかの研究集会で焦点となっているのが、特に中世末期、イタリアに関係
する政治的「書簡」である。実際、そこでは、内容や機能、形式の諸面で、それ
が著作なのか、「私信」なのか、文書体系における「信書」他なのかを区別するこ
とが難しいものがある。通常、「私信」は、修辞学、書簡（文章）作成術の強い規
範のもとにあり（挨拶書式、署名、文体や韻律、言語、支持体、書体、インクの
選択など）、それを持参する使者、あるいは伝来の役割を無視できない。また、こ
こで関心が持たれている政治的「書簡」においては、通例返信は期待されておらず、
公開、あるいは第三者が閲覧することが前提として書かれ、書簡実践自体が、個々
の内容とは別次元で、儀礼として重要な場合すら想定される。

　　�　他方、「書簡」という資料類型の特性は、それが本質的には、社会的人間関係の
表象（特に「著者」と受け手との関係）として機能することであり、それが、政
治的プロパガンダや統治、外交の道具として、どのような力を発揮することが期
待されたか、あるいは実際に発揮したのか、等の問題が浮かび上がる。これらの

「書簡」が、たとえば、年代記や「通信」、公行政アーカイブズのなかにどのよう
に位置づけられたのかもまた、重要な検討課題となろう。そこには、いわゆる偽
書の作成問題も含まれる。

４．書簡（文章）作成術の諸問題
「書簡」研究の最近の隆盛を史料論的な観点から特徴づけるのは、書簡（文章）作成術

と総称される資料類型への関心の盛り上がりである。以下では、まずこの資料類型につい
て概観したのち、この分野における最近のもっとも注目すべき研究者の一人であるグレ
ヴァンの論考を紹介したい。
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－１：書簡（文章）作成術とはなにか
　　�　書簡（文章）作成術�ars�dictaminis�とは、あらゆるタイプのテクスト、特に散

文の作成マニュアルであり、理論的なマニュアルである�ars�dictandi�に例文集が
合体すると、ars�dictaminis�と称される総合的マニュアルを構成するとされる。こ
の用語は、口頭筆記を意味するラテン語の動詞�dictare�に由来する。いくつかのタ
イプがあり、特に散文カテゴリーのなかに、厳密な意味での「書簡」作成マニュ
アルが位置づけられる。内容としては、文法、修辞学、さらにはイタリアにおい
て公証人文書作成術と強い関係を有する。古代の修辞学伝統、特にキケロ著作の
圧倒的な影響のもとにあり、ここでは特に、公共の場での公開演説としての書簡
テクストという理解が、議論の前提として必要である。

　　�　西欧中世の書簡（文章）作成術は、11 〜 12 世紀のイタリア、特にモッテ・カッ
シノ修道院、ボローニャ他の大学都市、教皇庁文書局で決定的な発展を見た。歴
史上著名なのは、モンテ・カッシノの修道士であったアルベリクスである。彼の
著作活動が反映する書簡作成術の教育は、教皇庁文書局に影響を与えたとされ、
それは教師と弟子との関係や、教科書の流布のかたちでなされたと考えられている。
彼に帰せられる諸著作においては、キケロの 17 分割を初めとする古典古代伝統の
影響が強いとみなされる。

　　�　これに対して、ボローニャの教師アダルベルトゥスは、社会的地位による表現
の区別を、三つの階層化原則によって定式化し、後世に圧倒的な影響を与えた。
古代ローマにおいては、対等な個人同士での説得の技術としての雄弁術が前提と
なっており、そこでは主題の選択や説得の技術が重視されたのに対して、11 〜 12
世紀の西欧中世エリート社会において進行していたのは、身分制と貴族家門の確
立であった。アダルベルトゥスの書簡作成術で重視されたのは、人間関係の階層
性を反映する礼儀、書簡の送り手と受け手の間の身分関係であったのである。

－２：中世末期の教皇庁およびシチリア宮廷における書簡作成術研究：グレヴァンの業績
　　�　2008 年に刊行されたブノワ・グレヴァンの学位論文は、中世末期の政治文化論

というテーマに、文書実践という観点から挑んだ重要な貢献であったが、ここで
はなにより書簡（文章）作成術を正面から取り扱った研究という意味で重要である。
ここでは、この浩瀚な学位論文を詳細に紹介することは避け、かわってこの資料
類型が提示している学問的意義と射程について論じた論文の内容を紹介しよう。

　　�　グレヴァンは、まず書簡作成術および関連資料は、政治＝行政資料と、文学＝思
想資料の境界を越境する射程を持つとし、「実践的書き物」研究という問題関心の
枠組みを提示する。そこでは、資料の生産様式とともに、その配置�configuration�
が問題となる。事実、この資料類型は、コミュニケーションの歴史や、刷新され
た文献学研究等の交差点に属し、言語や文学実践のテーマであるとともに、社会
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史、社会＝政治史とも関係する。膨大な資料が伝来しているにも関わらず、従来は、
文学・文献学的研究（理論書中心）と、歴史学的関心（実務文書中心）との間を
つなぐ研究が欠けていたが、ここには、年代記から著作物、プロパガンダから聖
人伝、文字資料のあらゆる形式を含んだテクスト全体の研究の素材があり、同じ
論理によって結びつけられたテクスト群としての書簡作成術のテクスト世界全体
を、研究対象とせねばならない。

　　�　グレヴァンの学位論文のテーマとなったのは、フリードリヒ 2 世の文書局長で
あったピエール・ド・ラ・ヴィーニュ他に帰されている書簡作成術大全の作成、
流布のコンテクスト研究であった。彼が強調するところによると、これら大全的
著作は、文学的・思想的考察と政治＝行政実践をリンクするかたちで、頻繁にや
りとりを続けていた、皇帝、教皇文書局書記たちの日常実践が反映されたものと
して理解する必要がある。そこでは、したがって、きわめて実務的な内容の文書と、
政治的、さらには詩的な書簡が並列され、形式的にも、通常の文書に修辞学的な
遊びがごく普通に接続されているのである。

　　�　ピエール他の合計三つの大全的書簡（文章）作成術著作は、1280 年代以降、し
ばしば合冊されるかたちで、ヨーロッパ全体に流布する一方、これを中心とする
星雲状のテクスト群が作成されたが、それらは常に増殖していた。これらは、巨
大な実務的データベースともよべるものであり、中世末期の、特に実務家を初め
とする学識者によって利用され、大学の基礎課程でも使用されたという。再利用
の過程では、しばしばテクスト断片の切り貼りによる書簡作成が行われるともに、
独自の編纂物が編集された。自由な言葉の置き換えを許す環境のもとで、「半書式
集」というかたちで自由に利用されたとも考えられる。重要なのは、ここに見ら
れる修辞学的イデオロギーは、書簡や文書を越えるテクスト場を獲得していたこ
とで、ヨーロッパ全体におけるテクスト場の比較研究が待たれる。

　　�　グレヴァンの主張は、中世末期のテクスト世界を理解するためには、従来のよ
うな、文学・著作物研究と実務資料研究の間の懸隔を克服する必要があり、それは、
書簡（文章）作成術という資料類型と、それをめぐるテクスト場の検討、さらに
は関係者の政治＝社会的調査からなる複合的な研究が可能とするというものであ
る。なぜなら、中世末期のテクスト領域の構造化は、このような文章作成マニュ
アルを中心としてなされたからというのである。

おわりに
最後に、「書簡」、書簡集、書簡（文章）作成術、書式集研究の現在的意義について、

総括的にまとめて、終わりとしたい。
第一に、この種の資料類型は、二重の意味で規範と実践の狭間にあるといえる。第一

には、この資料類型は、修辞学的な規範と、個々の文章実践との狭間に位置すると言える。
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この点自体は、他の前近代の類似の資料類型も同様であるが、「書簡」形式は、一見する
と「形式がゆるく」「自由裁量をゆるす」ように見え、規範と自由との緊張関係がより強
く露呈する表現の場であるといえる。第二に、文章上の緊張関係は、実は、テクスト実践
の前提となっている社会的（人間関係）規範とそこからの逸脱という具体的適用行為を反
映しているものと考えられる。この両者を、相互に関係する構造と実践の問題として理解
せねばならない。その上で、第三に、この種の規範と実践は、書簡集や文章作成マニュア
ル、さらにはそこでの例示モデルの次元で、集合的実体としての表現を獲得する。つまり、
模倣と普及、さらには変容を遂げながら、別の編纂物や資料類型と新たな関係を築き直す。

第二の問題は、この種の資料類型が、事実と虚構の狭間に位置することである。「書
簡」資料は、その大半が書簡集やマニュアルという編纂物のかたちで伝来すること、その
際、相当数の、場合によっては、完全な虚構が存在することを忘れてはならない。そこで
は、編纂過程の諸問題が多数提起されるが、内容に関わる問題群と、機能に関わる問題群
は必ずしも連動しているとは限らないことに留意する必要がある。

最後に、この資料類型が潜在的に提起する多数の諸論点についても簡単に触れておこう。
第一に、「書簡」というかたちに関わる歴史学上の古典的問題群がある。すでに見たよ

うに、「書簡」資料には、個々の資料においても、集合実体のレヴェルにおいても、社会
関係の表象 / 戦略のなかでの個々の実践が刻印されているが、そこで表象される関係の
ヴェクトル、つまり上下関係、水平関係、当事者の範囲などは、社会的結合関係自体に関
する次元で、別個の政治＝社会史的問題を提起する。他方、「書簡」に現れる状況が、ど
の程度「特異」なのか、それとも「日常」実践なのかは、事実関係のレヴェルで検証する
必要がある。その上で、この資料類型は、なんらかのかたちで「自分自身が語っている」
形式という意味で、エゴ＝ドキュメントを自称している意味を考えねばならない。

第二に、非常に多くの研究者が関心を寄せている問題群として、権力 / 政治との関係
がある。他者との関係という意味で、「書簡」が構築してみせている人間関係の諸相や、
政治的コミュニケーション過程における権力関係上の実践のあり方などは、関連の隣接
テーマへの接合が容易な検討課題であろう。

最後に、史料論に固有な問題領域として、「かたち」の系譜の意味の再生産論とも称す
べき論点がある。あるテクスト実践が可能となるのは、言うまでもなく、なんらかのコー
ドと語彙の資源を他者と共有するからであり、そこでは、コミュニケーションの前提とな
る、どのような諸条件がどのように満たされているのかの研究が必要となる。その上で、
個々の実践が射程としている行為の自由選択の幅、意志的な逸脱の範囲を評価することが
できる。他方、そのような個別の実践の特徴は、それぞれの行為の目的や機能等の射程認
識との関係で検討せねばならない。社会関係の調整なのか、権力関係の再編なのか、ある
いは宣伝や記憶化なのか。

「書簡」資料研究は、「みかけのかたち」ではなく、資料をめぐる機能論的なコンテク
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ストとプロセス研究として構想されねばならない。ますます歴史学化しつつある史料学研
究全体がそのような傾向を強めている（社会関係・行為とその形式化、さらには具体的
実践と再構造化との関係の研究）だけだからではない。少なくとも西欧中世の人間たち
は、このかたちの資料について、ゼロ度のコミュニケーションの代替以上のもの（「不在
の現前」という言い回しに欺かれてはならない）として認識し、新たな価値を創造する一
方で、特異な考察と実践を繰り広げていたからである。「書簡」研究は、古典的段階と同
様に、今後もまた、「構築」の諸相にこそ焦点をあてねばならないが、それは西欧中世学
の個別研究深化のためであるとともに、比較史の論点を研ぎ澄ませることにも寄与するに
違いない。
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